
「能登の水産関係港の復興に向けた協議会（復興協議会）」 
第１回会合 

 

日時：令和６年３月２５日 14時 00分～ 

会場：石川県漁業協同組合輪島支所 会議室 

 

 

議事次第 
 

 

１．開会 

 

２．挨拶 

 

３．趣旨説明 

 

４．議事 

（１）報告 

① 被害状況報告 

② 調査結果報告 

（２）今後の進め方 

 （３）その他 

 

５．閉会 



能登の水産関係港の復興に向けた協議会　構成員

区  分 所  属 役職等 氏　名 現地・WEB

1 漁業団体 石川県漁業協同組合 代表理事組合長 笹原　丈光 現地

2 学識者 金沢大学 教授 楳田　真也 現地

3
国土交通省国土技術
政策総合研究所

港湾・沿岸海洋
研究部長

酒井　浩二 WEB

4
国立研究開発法人
水産研究・教育機構

水産技術研究所
水産工学部長

本田　耕一 現地

5 七尾市 市長 茶谷　義隆 WEB

6 輪島市 市長 坂口  　茂 現地

7 珠洲市 市長 泉谷　満寿裕 WEB

8 志賀町 町長 稲岡  健太郎 代理(WEB)

9 穴水町 町長 吉村　光輝 WEB

10 能登町 町長 大森　凡世 現地

11 水産庁 長官 森　健 WEB

12
国土交通省

北陸地方整備局
港湾空港部長 佐々木  規雄 WEB

13 石川県農林水産部 部長 竹沢　淳一 現地

14 石川県土木部 部長 鈴見　裕司 WEB

市町

国

研究機関

県



施設 内容 被害数 関係市町 備考

港湾10港
（県管理）

防波堤、岸壁、物揚場、
道路、埠頭⽤地損傷 １０

⾦沢市(１)、七尾市(１)、輪島市(１)※1、珠洲市(１)、
⽻咋市(１)、志賀町(１)、⽳⽔町(１)、能登町(２)、
加賀市(１)

※１輪島港では地盤隆起により
⽔深が不⾜

港湾2港
（市管理）

防波堤、岸壁、物揚場、
道路、埠頭⽤地損傷 ２ 七尾市(２)

令和６年能登半島地震による被害等の状況等について

⽔産関連

港湾関連

施設 内容 被害数 関係市町 備考
漁港8港
（県管理）

防波堤、岸壁、物揚場、
臨港道路損傷 ７漁港 七尾市(1)、輪島市(2)※1、珠洲市(2)※1、志賀町(1)※1、

能登町(1)
※1 ⿅磯漁港他、志賀町から
輪島市、珠洲市の外浦海域の
22漁港では、地盤隆起により、
海底の露出や⽔深が不⾜

漁港61港
（市町管理）

防波堤、岸壁、物揚場、
臨港道路損傷 ５３漁港 七尾市(13)、輪島市(10)※1、珠洲市(5)※1、⽩⼭市(1)、

志賀町(6)※1、⽳⽔町(9)、能登町(9)

漁船 転覆、沈没、座礁、
⼀部損壊、流出※2 ２６５隻以上 七尾市(14)、⼩松市(1)、輪島市(16)、珠洲市(57)、

志賀町(91)、⽳⽔町(4)、能登町(82)
※2 流出した漁船のうち18隻が
新潟県の沿岸に漂着

共同利⽤施設
断⽔、浸⽔、冷凍冷蔵
施設・選別機・倉庫損壊

など
２７箇所 ⾦沢市(2)、七尾市(6)、輪島市(2)、珠洲市(6)、⽻咋市(1)、

内灘町(1)、志賀町(5)、⽳⽔町(1)、能登町(3)

その他 岩のり畑、養殖施設損壊 １０箇所 七尾市(2)、珠洲市(3)、志賀町(3)、⽳⽔町(2)

県内の９割の漁港・港湾で被害を確認（被害:７２港(県１７､市町５５) ／ 県内:８１港）
⇒外浦地域では地盤隆起、内浦地域では津波などによる甚大な被害が発生

資料１－１



■ 重要港湾

□ 地方港湾

■
金沢港

□

宇出津港

□

小木港

□
飯田港

□

輪島港

□
和倉港

□ 塩屋港

■

七尾港

□

福浦港

□
滝港

□

穴水港

石川県漁港・港湾位置図

□

半ノ浦港

漁港種類別漁港数

県 市・町 本土 離島

第４種 3 － 2 1 3

第３種 2 － 2 － 2

第２種 3 6 9 － 9

第１種 － 55 55 － 55

合計 8 61 68 1 69

被害有 7 53 59 1 60

総数

区分 所在地別管理者別

種類

港湾種類別港湾数

県

重要 2 - 2

地方 8 2 （七尾市） 10

合計 10 2 12

被害有 10 2 12

管理者別

市・町
総数

区分

種類



市 町 管 理

県 管 理

⿊島漁港（輪島市）

狼煙漁港（珠洲市）

⿅磯漁港（輪島市）

写真出典：国⼟地理院ウェブサイト

令和６年能登半島地震の被害状況（その１）
外浦地域を中心に地盤隆起などによる甚大な被害が発生

赤住漁港～蛸島漁港まで２３港で地盤隆起の被害を確認（うち１７港については港の機能不全）

※隆起により物揚げ困難

⾼屋地区 隆起(約1.8m) 隆起・転倒

約３ｍの隆起
約３〜４ｍの地盤隆起

地震前

狼煙地区 隆起(約0.8m)

写真出典：国⼟地理院ウェブサイト
物揚場前⾯の泊地

隆起により⼲上がった状況

⻑橋漁港（珠洲市）

地震前

⻑橋地区 ⼤⾕地区

地震前 隆起により⼲上がった状況

写真出典：国⼟地理院ウェブサイト



市 町 管 理

⽐那漁港（能登町）

令和６年能登半島地震の被害状況（その２）
内浦地域を中心に津波などによる甚大な被害が発生

七尾市、穴水町、能登町、珠洲市、志賀町の５１港に岸壁や製氷施設の損傷などの被害

県 管 理
⽯崎漁港（七尾市）

鵜飼漁港（珠洲市） 野崎漁港（七尾市） 新崎漁港（⽳⽔町）

⾚崎漁港（志賀町）

蛸島漁港（珠洲市）

⾼倉漁港（能登町） 富来漁港（志賀町）



令和６年能登半島地震における港湾の被害状況と復旧対応
● 漁業活動に利用されている主な港湾

輪島港

宇出津港飯田港

・隆起した海底の浚渫工事（航路啓開）を実施中（２/１６～）
・漁業再建に向け、仮桟橋を設置(３/１６：一部完了)、道路補修

・漁業活動を円滑に行うため、荷捌所周辺の用地を応急復旧・漁業再建に向けた転覆船の引き上げを実施中（２/２７～）
・資材等受入のため、岸壁へのアクセス路の応急復旧

小木港 ・漁業活動を円滑に行うため、荷捌所周辺の用地を応急復旧
・港周辺の臨港道路の応急復旧

県内港湾では、支援物資・資材等受入や、漁業再建に向け、応急復旧や航路啓開等を実施

荷捌所への
道路補修

段差解消
（縞鋼板敷設）

航路啓開
(浚渫工事)

漁船だまり啓開
(転覆船の引き上げ)

輪島港共同利用施設

共同利用施設（荷捌所）

共同利用施設（荷捌所）

道路補修

イカ釣り船
陥没

仮桟橋を
設置

荷捌所

段差や陥没

隆起に伴い
高低差拡大

転覆船

資料１－２



石川県内の操業再開状況と課題（令和６年３月２２日現在） 石川県漁業協同組合

加賀

金沢

富来

輪島

珠洲

小木

宇出津

七尾

主な漁業 底びき、刺し網、まき網、海女漁、
ベニかご

課 題 生活再建、港（隆起）、船、油、
氷

再開状況 • 2/16～輪島港内浚渫開始
• 3/15～漁船の損傷状況確
認

地盤隆起

主な漁業 底びき、まき網、定置網、
えびかご、ベニかご

課 題 港（岸壁）、氷

再開状況 • 1/17～定置網再開
• 1/28～底びき、えびかご漁
再開

• まき網の漁期は５月頃から
• ベニかごは一部再開

主な漁業 底びき、定置網

課 題 生活再建、港（隆起）、
船、油、氷

再開状況 • 1/21～一部の定置網再開
• 底びきは天候が回復次第、出
漁予定

主な漁業 定置網、イカ釣り

課 題 港（岸壁）、油、氷

再開状況 • 1/11～定置網再開
• いか釣りの漁期は５月頃から
• 小型いか釣は一部再開

主な漁業 養殖（カキ、トリガイ）

課 題 港（岸壁）、養殖施設の損壊

再開状況 • １月中旬～一部のカキ養殖業
者出荷再開

• トリガイの出荷時期は５月頃
から

主な漁業 定置網、底びき網、養殖（カキ、トリガイ）

課 題 港（岸壁）、油、氷、カキの洗浄用水

再開状況 • 1/5～定置網（能登島の定置網は1/8～）再開
• １月中旬～一部のカキ養殖業者出荷再開
• トリガイの出荷時期は５月頃から
• 底びき（ナマコ）は一部（能登島地区のみ）操業再開

氷見

操業支障なし

一部操業再開（見込含）

操業目途立たず

主な魚市場

○漁船が使用可能な漁業者は、順次操業を再開
〇漁業者の操業再開の意欲に応え、県漁協では氷・燃油の調達や出荷先を調整し、操業の再開をサポート
〇地盤が隆起した輪島港では、漁船を移動させるため漁船の損傷状況確認や係留地確保等の調整を実施

2/1～
再開

資料１－３

穴水



水産庁による漁港等被害実態調査（報告）

水産庁

令和6年3月25日

資料２



＜漁業地域の被災状況＞＜事業の内容＞

漁業地域復旧・復興対策緊急調査事業（公共）

＜対策のポイント＞
水産基盤の復旧・復興事業の迅速かつ実効的な実施に向け、被害実態の緊急調査、地盤隆起等を考慮した復旧・復興
対策の立案、漁港施設・海岸保全施設等設計条件見直しを実施

水産基盤の復旧・復興事業の迅速かつ実効的
な実施に向けて、復旧・復興事業に先立って、地
盤隆起等により甚大な被害が確認されている能
登半島北部沿岸を中心に、以下の内容を実施

① 漁港及び漁場における水中の堆積物や海
底洗堀等の実態把握

② 漁港・漁村の陸上エリアの地形変化、液状
化及び津波遡上等の実態把握

③ 被災地震動・地盤隆起・津波高等を考慮
した水産基盤の復旧・復興対策、災害復
旧事業との連携方策等の立案

④ 漁港施設・海岸保全施設等の設計条件の
見直し

津波による被害

地盤隆起による被害 地震による被害

鵜飼漁港（珠洲市）

津波によって、漁港施設、漁船及
び背後集落等が被災

2



実態調査の内容とスケジュール 3

＜全体の復旧方針の検討＞

・県全体の復旧方針を検討す
るため、国も協力しつつ、本
協議会にて議論を開始する。

＜被害調査＞

・地盤隆起等を考慮
した復旧・復興対策
の立案のベースとな
る、漁港等被害実態
について、地元自治
体等と連携して実施。

＜個別の復旧方法の検討＞

個別の漁港ごとの復旧方針の
検討も並行して開始。

＜復旧工事の実施＞

・県全体の復旧方針を受け、
個別の復旧方法が決定した漁
港から順次復旧工事に着手し
ていく。

○地盤隆起など甚大な被害を受けた漁港の復旧の考え方



被害調査
当調査
支援対象

管理
被災漁港

数

漁港
管理者 詳細調査

概略調査
分析現地調査

712131313七尾市

町が独自に実施しており、適宜サポート
していきます。999穴水町

88999能登町

13355珠洲市

3391010輪島市

町が独自に実施しており、適宜サポート
していきます。666志賀町

01※1

（狼煙漁港）
1※1

（狼煙漁港）
1※1

（狼煙漁港）
7石川県

00001その他

1927505360合計

石川県能登半島の被災漁港における調査の実施状況 4

※県管理漁港では、直轄代行の狼煙漁港を除いた６漁港について、県が独自に実施しており、適宜サポートしていきます。



詳細調査（水域）の実施状況（鰀目漁港）

【目的】水中部の３次元計測による、海底地形等の
状況把握（海底地盤の変状、堆積物等）

【方法】ナローマルチビームによる音響測深

ナローマルチビーム測深

験潮、験潮所の高
さ計測、水位計に
よる計測等を行っ
てデータを補正

取得した点群データの標高段彩
（ノイズ処理後）

【計測状況】

○○漁港（○○地区）_等深浅図

【結果整理の例】

取得した画像データ

えのめ

位置図

5

海底地盤の変状の可視化



【目的】陸上部の３次元計測による、漁港施
設等の変状把握
（沈下、隆起、傾斜等）

【方法】ドローンによる空撮

【計測状況】

【結果整理の例】

RTK-UAV

標定点の設置

標定点の高さ計測

取得した画像データ

取得画像の歪み等を補正し、
点群処理

３次元点群データ（ノイズ処理後）

6詳細調査（陸域）の実施状況（鰀目漁港）
えのめ

陸上部の変状に
ついての可視化



物揚場における活用例
＋0.88

天端高 当初 +1.20
現行 +0.88
沈下量 =0.32

Ｂ－Ｂ’ 断面
（起点～178.3m）

陸域調査と水域調査の３次元データを
結合し、標準断面図と照合。

• 水域及び陸域の詳細調査から得られる3次元データを合
わせることにより、施設全体にわたって被災状況を詳
細に把握可能

• 手動で調査する場合と比べ、早く、正確に少人数で実
施可能

詳細調査の結果整理（3次元データの活用例）

水陸と陸域を結合した３次元データ

7

水域調査結果 陸域調査結果

B‘

B



「能登地域の水産業に係る港の復興に向けた協議会（復興協議会）」 
 

≪今後の進め方≫ 

 
 

１．分科会の設置 

（１）背景 
１月１日に発生した令和６年能登半島地震により、県内６９の漁

港と１２港湾を合わせて８1港のうち、７２港（６０漁港、１２港湾）

で被害が生じた。 

特に輪島市から珠洲市にかけての能登外浦地域においては、地盤

隆起によって港そのものの機能不全や水深不足による船舶の航行不

能等の被害が確認されるなど、初めて経験される被害が生じた。 

また能登内浦地域では、地震による被害に加え、漁船の流失や防波

堤の倒壊など津波による被害が確認された。 

さらに、能登外浦地域でも、志賀町では、漁船の出入港が可能であ
るものの地盤隆起によって岸壁と海面の間に差が生じたほか、陸上

の漁港施設に大きな被害が生じた。 

こうした被害からの港の復旧・復興に当たっては、 
① 地盤隆起の影響が少なく従来の災害復旧方法である原形復旧

を基本に早急な復旧を図る地域と、 

② 地盤隆起が著しく原形復旧では到底対応できない、相当な時間
を要することが予想される地域 

に大別されることから、復旧を急ぐ短期的な視点と、これまで抱えて

きた能登の水産業の課題への対応や地域振興の観点も加味した中長
期的な視点の双方を見据えた復旧・復興方法を関係者で協議・検討し

ていくことが望ましい。 

  

資料３ 



（２）分科会の設置案 
①「地盤隆起による港の機能不全地域」分科会 

⚫ 対象地域…輪島市及び珠洲市 

⚫ 対 象 港…剱地漁港～寺家漁港の１７港 
漁港：剱地、赤神、黒島、鹿磯、深見、皆月、大沢、鵜入,光浦、名舟、曽々木、 

真浦、長橋、狼煙、寺家、舳倉 

   港湾：輪島 

 

②「漁港施設・設備の被害地域」分科会 

⚫ 対象地域…珠洲市、能登町、穴水町、七尾市、志賀町 

⚫ 対 象 港…小泊漁港～東浜漁港の５１港 

漁港：小泊、蛸島、鵜飼 

   松波、比那、白丸、高倉、小浦、藤波、波並、矢波、七見、鵜川 

   古君、宇加川、前波、沖波、甲、曾良、鹿波、岩車、新崎 

   中島、三ヶ浦、曲、向田、祖母ケ浦、鰀目、野崎、石崎、三室、鵜浦、百海、 

庵、下佐々波、東浜 

    赤崎、富来、領家、七海、赤住、安部屋、高浜 

 港湾：飯田、小木、宇出津、穴水、半ノ浦、和倉、七尾、福浦 

        ※下線は県管理漁港 

         

２．その他分科会の運用について 

（１）対象メンバー 
⚫ メンバーの代理出席を可とする。 

⚫ 分科会の対象地域の漁業関係者は傍聴可とする。 

 
（２）有識者 

⚫ 議論の進捗により、有識者を招聘し、議論の参考とする。 

⚫ 有識者は、関係行政機関や研究機関を中心に検討・選定する。 

 

（３）調査 

⚫ 議論に必要な調査については、関係研究機関を中心に対応を検
討することとする。 

 

 


